
象

徴

と

暗

号

吉

原

螢

覚

弘
法
大
師
空
海

の
真
言
密
教
は
、
六
大
法
身
大
日
如
来
が
自
内
証
を

「
声
字
実
相
」
の
曼
茶
羅
の
世
界
 (法
界
)
 と
し
て

「
即
身
」
に
開
顕
す

る

「
法
身
説
法
」
(『
弁顕
密
二
教
諭
』
)
 を
基
本
と
し
た
曼
茶
羅

の
宗

教

で
あ
る
。
曼
茶
羅
 (m
an
dala)
 は
本
質
を
具
有
す
る
も
の
、
輪
円
具
足
、

全
体
的
統
合
性
で
あ
り
、
如
来

の
究
極
的
境
地
を
開
示
す
る

「
象
徴
的

表
現
」
を

意
味
し
て
い
る
。

ス
イ
ス
の
精
神

医
学
者

ユ
ン
グ
が
象

徴

(S
ym
b
o
l)
 を
 
S
inn
b
ild
〔
sin
n
 (意
味
-
意
識
、
合
理
的
)
 +
b
ild
 (絵
、

像
-
無
意
識
、
非
合
理
的
)〕
と

し
て
分
析
し
、
心
的
事
象

の
固
有

の

エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
器
で
あ
る
と
し
、
東
洋
の
 m
an
d
ala
 を

「
象
徴
の
中
の

象
徴
」
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

空
海
の

『
即
身
成
仏
義
』
に

い
わ
ゆ
る
四
種
曼
茶
羅
 (大
、
三
、
法
、

鵜
)
 の
中

の
法
曼
茶
羅
 (
言
語
、
音
声
、
文
字
、
名
称
)
 お
よ
び

『
声
字
実

相
義
』
の

四
句

一
頭

「
五
大
皆
有
響
、
十
界
具
言
語
、
六
塵
悉
文
字
、

法
身
是
実
相
」
(声
字
即
実
相
)
 と
の
呼
応
的
関
連
に
お
い
て
構
想
さ

れ

た

『
咋
字
義
』
に

お
い
て
は
、
「
咋
」
の

一
字
を

「
賀
(詞
)
・
阿

・
汗

・

塵
」
の
四
字
に
分
析
し
、
そ
の

一
々
に

「
字
相
釈
」
と

「
字
義
釈
」
と

を
加
え
、
曼
茶
羅
の
世
界
に
お
け
る
咋
字
等
の

「
密
号
名
字
」
の
真
義

の
究
明
を
通
じ
て
、
金
胎
両
部
理
智
不
二
の
菩

提

心
の
種
字
で
あ
る

「
咋
字
」
の
深
秘
釈
に
よ
つ
て
、
真
言
密
教
の
三
摩
地
秘
観
 
(秘
密
荘

厳
住
心
の
即
身
的
覚
証
-
「
如実
知
自
心
」)
 と
し
て
開
顕
さ
れ
論
述
さ
れ
て

い
る
。
「
字
相
釈
」
は
文
字
の
表
層
的
意
義
を
説

く
浅
略
の
解
釈

で
あ

り
、
「
字
義
釈
」
は
文
字
の
深
層
的
意
義
を
解
明
す
る
深
秘

の
解
釈

で

あ
る
。
『
咋
字
義
』
に
お
い
て
は
、
「
字
相
釈
」
の
段
で
「
賀
・
阿

・
汗
・

慶
」
の

四
字
に

「
因
業

・
不
生

・
損
減

・
吾
我

」
と

い
う
四
つ
の
字
相

を
分
析
的
に
対
応
さ
せ
、
「
字
義

釈
」
の

段

で

は
、
「
別
釈
」
と

「
合

釈
」
と

に
分
け
、
有
為
の
諸
法
の
当
体
が
そ
の
ま
ま
不
生
不
滅
の
真
如

実
相
で
あ
る
と
し
 (別
釈
)
、
「
阿
・
詞

・
汗

・
磨
」
の
四
字
を

「
法
身
・

報
身

・
応
身

・
化
身
」
の
四
身
に
配
当
し
、
「
咋
」
の

一
字
を
声
聞
、
縁

覚
、

菩
薩
の

「
因
・
行

・
果
」
に
約
し
て
説
き
、
金
胎
両
部
大
経
に
い

わ
ゆ
る

「
三
句

の
法
門
 
(菩
提
心
為
因

・
大
悲
為
根
・
方
便
為
究
寛
)」
も

ま
た

「
咋
」
の

一
字
に
還
源
帰

一
す
る
理
趣
が
論
述
さ
れ
て
い
る
 (合

釈
)
。
因
業
も
損
減
も
吾
我
も
阿
字
本
不
生
 
(六
大
法
身
大
日
如
来
、
根
源

象
徴
と
暗
号
 
(
吉

原
)
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象
徴
と
暗
号
 (吉

原
)

生
命
)
 の
顕
現
で
あ
り
、

し
か
も
阿
字
本
不
生
に
還
帰
す
る
。
し
た
が

つ
て

「
阿
・
詞

・
汗

・
歴
」
の
各
字
義
を

「
因
業
を
損
減
し
て
本
不
生

に
帰
す
、
本
不
生
は
吾
我
の
大
我
で
あ
る
」
と
連
結
し
て
取
意
す
る
こ

と
が
、
咋
字
の
字
義
釈
の
基
本
で
あ
る
。
「
本
不
生
不
可
得
」
は

可
得

の
現
象
世
界
の
根
底
を
貫
ぬ
く
永
遠
不
滅

の
絶
対

の
真
理
で
あ
る
。
不

可
得
な
る

「
本
不
生
」
そ

の
も
の
は

「
如
実
知
自

心
」
の

本
源

で
あ

り
、
「
菩
提
心
」
の
当
体
で
あ
る
。
悉
曇

「
咋
字
」
は
菩
提

心

の
種
字

で
あ
り
、

し
た
が
つ
て
そ
れ
は
、
生
の
パ
ト
ス
・
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
人
我

・
法
我
 (
人
法
の
二
我
)
 が
本
不
生
の
宇
宙
法
界
を
覚
証
す
る

「
即
身
」

の
境
位
を
、
慶
字
の
宝
珠
形
で
象
徴
的
に
表
現
す
る
の
で
あ
る
。

「
若し
人
あ
つ
て
能
く
こ
の
咋
字
等
の
密
号
密
義
等
を
知
る
を
、
則
ち
正

遍
知
者
と
名
つ
く
。
所
謂
初
発
心
の
時
に
す
な
は
ち
正
覚
を
成
じ
大
法
輪
を

転
ず
る
等
は
、
ま
こ
と
に
こ
の
究
寛
の
実
義
を
知
る
に
由
つ
て
な
り
。」(『
呼

字
義
』
)

「
若し
本
不
生
際
を
見
る
も
の
は
、
是
れ
実
の
如
く
自
心
を
知
る
。
実
の

如
く
自
心
を
知
る
は
、
即
ち
是
れ

一
切
智
智
な
り
。
故
に
毘
盧
遮
那
は
、
唯

し
此

の

一
字
を
以

つ
て
真
言
と
為

し
た
ま
ふ
。
」
(
同
右
書
)

「
一字

一
文
法
界
に
遍
じ
、
無
終
無
始
に
し
て
我
が
心
分
な
り
。
繋
眼
の

衆
生
は
盲
ひ
て
見
え
ず
、
曼
儒
 (
文
殊
)
 般
若
は
能
く
紛
を
解
く
。」
(『
般

若
心
経
秘
鍵
』)

「
真言
は
不
思
議
な
り
、
観
諦
す
れ
ば
無
明
を
除
く
、
一
字
に
千
理
を
含

み
、
即
身
に
法
如
を
証
す
。」
(同
右
書
)

空
海
の

『
咋
字
義
』
や

『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
中
の
こ
れ
ら
の
諸
文

に
は
、
『
即
身
成
仏
義
』
に
お
け
る

「
重
重
帝
網
名
即
身
」
の

釈

に
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
己
を
生
か
す
世
界
 (仏

衆
生
)
 と
そ
こ
で
生
き

る
自
己
と
が
、
因
陀
羅
珠
網
の
讐
喩
の
如
く
、
宇
宙
の
根
源
的
生
命

の

ロ
ゴ
ス
・
パ
ト
ス
的
構
造
の
座
標
原
点
と
し
て
の

「
即
 (現

法
)
 身
」

の
現
実
的
生
に
お
い
て
、
「
心
・
仏

・
衆
生
」
三

法

の
平
等

・
無

二

・

一
相
で
あ
る
と
い
う

「
六
大
 (体
大
)
・
四
曼
 (相
大
)
・
三
密
 (用
大
)」
の

密
号
名
字
 
(呼
字
等
、
如
義
真
実
語
、
真
言
=
m
a
ntra)
 の
曼
茶
羅
 (象
徴
)

の
世
界
が
如
実
に
開
示
さ
れ
て
い
る
。
曼
茶
羅

の
実
相
智

は
、
「
我
即

大
日
」
の
表
現
身
と
し
て
、
重
重
帝
網
な
る

「
即
身
」
の
覚
証
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
空
海
の
独
創
的
言
語
哲
学
で
あ
る

『
声
字
実
相
義
』
の

四
句

一
頽

「
五
大
に
み
な
響
き
あ
り
、
十
界
に
言
語
を
具
す
、
六
塵
 
(色

声
・
香

・
味

・
触
・
法
)
 悉
く
文
字
な
り
、
法
身
は
是
れ
実
相
な
り
。
」
に

お
け
る

「
法
身
仏
平
等
の
三
密
、
衆
生
本
有

の
曼
茶
羅
 
(秘
密
荘
厳
住

心
)」
を
成
立
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
、
根
源
的
生
の
絶
対
界

と
現
象

的

生
の
相
対
界
と
を
、
絶
対
否
定
的
に
転
換
媒
介
す
る
と
こ
ろ
の
、
生
の

相
補
性
と
創
造
性
の
宗
教
的
主

体
 (rep
resen
tative
 pers
 巳

で
あ
る

「
即身
」
に

お
け
る

「
如
実
知
自
心
」
の
覚
証

と
し
て
の
実
相
智

の
活

動
そ
の
も
の
で
あ
る
。

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
包
括
者
論
 (P
eriech
 n
to
log
ie
)
 と
し
て
の
形
而
上
学

に
お
い
て
は
、
存
在
 (S
eiu)
 に
つ
い
て
哲
学
す

る
こ
と
は
、
新
し

い
暗

号
文
字
 
(C
hiffreschrift)
 を
書
く
こ
と
に
よ

つ
て
、
根
源
的
な
暗
号
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文
字
を
読

む
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
存
在
と
思
惟

と
の
直
接
的
同

一

性
を
前
提

と
し
た
直
接
的
方
法
に
対
す
る
間
接
的
方
法
と
し
て
の
、
彼

の
い
わ
ゆ
る
暗
号
解
読
 
(C
hiffrelesen)
 で
あ
る
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
「
存

在
」
の
理
解
に
お
い
て
、存
在
と
思
惟
と
の
媒
体
 
(M
ed
icm
)
 と
し
て
、

暗
号
 
(C
h
iffre)
 や
象
徴
 
(S
ym
b
ol)
 ま
た
は
言
語
 (S
prach
e)
 を
定
立

す
る
が
、

こ
う
し
た
暗
号
や
象
徴
や
言
語
は
、
実
存
 (E
x
istenz)
 に
ょ

つ
て
の
み
超
越
者
 (T
ranszenden
z)
 の
そ
れ
と
し
て
聴
き
と
ら
れ
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
超
越
者

へ
の
探
究
は
超
越
者
に
対
す
る

実
存
的
関
係

の
う
ち
に
あ
り
、
し
か
も
超
越
者
は
暗
号
文
字
の
う
ち
に

現
在
す
る
。
暗
号
文
字
に
よ
つ
て
世
界
内
の
現
存
在
は
超
越
者
と
関
係

づ
け
ら
れ
、
本
来

は
絶
対
的
現
実
性
で
あ
る
べ
き
超
越
者
が
可
能
性
と

し
て
自
己
を
顕
わ
に
す
る
ゆ
え
に
、
世
界
と
い
う
媒
体
に
お
い
て
超
越

者
は
実
存

と
出
合
う
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
媒
体
は
超
越
者
の
言
語
で

あ
り
、
暗
号
で
あ
り
、
象
徴
で
あ
る
か
ら
、
超
越
的
通
心
で
あ
る
実
存

的
通
心
 (ex
isten
tielle
 K
om
m
u
nikation
)
 の
深
さ
は
、
象
徴
の
世
界
に

お
い
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
来
的
な
通
心
は
暗
号
を
場
所
と
し

て
行
わ
れ
る
。
「
神
は
隠
れ
て
存
在
す
る
」
の

で
あ

り
、

し
か
も

「
神

は
直
接

に
は
語
ら
な
い
」
の
で
あ
る
か
ら
、
実
存
的
通
心
は
超
越
者
の

「
暗
号
解
読
」
に

お
い
て
、
そ
の
深
さ
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。
世
界

内
の
あ
ら
ゆ
る
現
存
在
は
、
超
越
者
と
交
叉
す
る

こ
と
に
よ

つ
て
、
超

越
者
の
暗

号
文
字
と
し
て
、
実
存
に
よ
つ
て
解
読
さ
れ
る
内
在
的
超
越

者
 
(im
m
anente
 T
ran
szenden
z)
 と
し
て
、
生
け
る
現
実
性
を
獲
得
す

る
。
す
な
わ
ち
、

ひ
と
た
び
否
定
さ
れ
た
世
界

の
現
存
在
が
、
実
存
と

し
て
の
人
間
的
生
に
お
い
て
、
暗
号
文
字
と
し
て
再
び
生
か
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
包
括
者
 (das
 U
m
g
reifg
de)
 と
し
て
の
存
在
そ
れ
自
体

と
、

存
在
に
関
す
る
知
と
し
て
の
存
在
論
と
が
、
実
存
的
な
超
越
す
る
働
き

に
お
い
て
再
結
さ
れ
、
「
存
在

の
暗
号
」
と

し
て
理
解
さ
れ
る
。

こ
の

よ
う
に
暗
号
文
字
に
お
い
て
は
、
存
在
の
 D
a
ss
 と
と
も
に
存
在
の
 W
a
s

も
ま
た
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
世
界
内
の
現
存
在
は
、
実
存

に
と
つ
て
超
越
者
に
関
わ
る
形
而
上
学
的
対
象
性
と
し
て
、
暗
号
と
な

る
。
そ
れ
は
対
象
的
で
あ
る
か
ぎ
り
意
識

一
般

に
対
す
る
存
在
で
あ
る

が
、
し
か
し
そ
れ
の
も

つ
象
徴
的
機
能
に
よ
つ
て
超
越
の
存
在
が
意
味

せ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
そ
れ
を
了
解
し
う
る
も
の
は
、
単
な
る

意
識

一
般
で
は
な
く
、
実
存
に
お
け
る
充
実
し
た
絶
対
意
識
 (abso
lu
tes

B
ew
us
stsein)
 で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
超
越
者

は
実
存

の
絶
対
意
識

に
お
い
て
の
み
、
わ
れ
わ
れ
に
語
り
か
け
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る

現
象
が
暗
号
と
し
て
現
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
暗
号
が
言
語
と
し
て

の
性
格
を
も
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。
現
存
在
は
超
越
者
と
の
関
係
に
お

い
て
の
み
、
超
越
者
の
暗
号
と
し
て
存
在

へ
の
通
路
と
な
る
。
暗
号
文

字
は
形
而
上
学
的
対
象
性
で
あ

つ
て
、
世
界
内
在
の
対
象
性
と
は
区
別

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
暗
号
文
字
は

「
第

一
言
語
」
、
「
第
二
言
語
」
お

よ
び

「
第
三
言
語
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
り
、
実
存
の
絶
対
意
識
の
対
象
性
で
あ
る
。
超
越
者
の
直
接
的
言
語

で
あ
る
第

一
言
語
は
、
実
存

の
絶
対
意
識
に
の
み
現
在
し
、
個
々
人
の

象
徴
と
暗
号
 (吉

原
)
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象
徴

と
暗
号
 
(
吉

原
)

歴
史
的

一
回
性
の
瞬
間
に
お
い
て
聴
取
さ
れ
る
。
第
二
言
語
は
非
通
心

的
第

一
言
語
を
、
実
存
相
互
間
の
伝
達
可
能
な
翻
訳
的
内
容
と
し
て
の

物
語
や
形
象
や
人
物
や
所
作
を
指
示
す
る
。
第
三
言
語
は
第
二
言
語
の

具
象
的
形
態
に
対
し
て
、
抽
象
的
形
而
上
学
的
思
惟
で
あ
り
、
新
し
く

書
か
れ
た
哲
学
的
言
語
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
第
二
言
語
を
通
じ

て
可
能
的
第

一
言
語
を
包
括
的
に
代
表
し
、
現
実
的
な
超
越
経
験
を
指

示
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
包
括
者
論
と
し
て
の

形
而
上
学
に
お
い
て
は
、
超
越
者
は

「
包
括
者

の
包
括
者
」
と
し
て
、

超
越
の
主
体
で
あ
る

「
実
存
」
に
対
し
て
の
み
、
世
界
内
の
現
存
在
を

存
在
と
思
惟
と
の
媒
体
と
し
て
定
立
さ
れ
た

「
暗
号
文
字
」
に
お
い
て
、

み
ず
か
ら
を
象
徴
的
に
関
示
す
る
。
超
越
者
は
、
世
界
内

の
現
存
在

・

意
識

一
般

・
精
神
に
対
し
て
は
、
直
接
的
に
は
何
も
語
ら
な
い
。
世
界

内
在
の
あ
ら
ゆ
る
現
存
在
は
、
超
越
者
と
交
叉
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

超
越
者
の
暗
号
文
字
と
し
て
、
超
越
的
主
体
で
あ
る
実
存
に
よ
つ
て
解

読
さ
れ
る

「
内
在
的
超
越
者
」
と
し
て
生
き
た
現
実
と
な
る
。

こ
う
し

た
世
界
内
在
の
現
存
在
は
す
べ
て
、
超
越
者

と

の
関
係
に
お
い
て
の

み
、
超
越
者

の
暗
号
と
し
て
存
在

へ
の
通
路

と
な
る
。
暗
号
文
字
は
、

第

一
言
語
 
(超
越
者
の
直
接
的
言
語
)
、
間
接
的
な
人
間

の
言
語

で
あ

る

第
二
言
語
 
(物
語
、
形
象
、
人
物
、
所
作
な
ど
可
視
的
言
語
)
 お
よ
び
第
三

言
語
 
(形
而
上
学
的
思
弁
形
式
、
思
惟
的
象
徴
)
、
以
上
三

つ
の
言
語

の
性

格
を
も

つ
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
実
存

の
絶
対
意
識
の
対
象
性

な
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
空
海
の

『
咋
字
義
』
に

お
け
る

「
大
覚
、

正
遍

智
者
、
六
大
法
身
」
と

し
て
の

「
大
日
如
来
 (毘
盧
遮
那
)」
、お
よ
び
「
世

界

(lo
k
a
)
」
と
し
て
の

「
三
種
世
間
」
を

「
如
義
真
実
語
、
真
言
」
と

し
て
の

「
密
号
名
字
」
た

ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
、
「
無
我

の
大
我
、

我

即
大
日
」
の
当
体
と
し
て
の

「
即
身
」
と
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
包
括
者
論

に
お
け
る

「
包
括
者
の
包
括
者
」
と

し
て
の

「
超
越
者
」
、
お
よ
び
「
世

界
 
(W
elt)
」
内
存
在
と
し
て
の

「
現
存
在
」
を

「
形
而
上
学

的
対
象

性
 (実
存
の
絶
対
意
識
の
対
象
性
)」
と

し
て
の

「
暗
号
文
字
」
た

ら

し
め

る
と
こ
ろ
の
、
超
越
者

に
直
面
す
る

「
超越
的
自
己
」
と
し
て
の

「
実

存
」
と
を
、
両
者
の
比
較
思
想
の
方
法
的
視
座

と
し
て
、
空
海
の
真
言

密
教
に
お
け
る
如
義
真
実
語
 (真
言
)
 そ
の
も
の
と
し
て
の

「
密
号
名
字

(呼
字
等
)」
を
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
包
括
者
論
の
暗
号
文
字
の
形
而
上
学

に
お
け
る

「
第
一
言
語
」
に
、

空
海

の

『
咋
字
義
』
に

お
け
る

「
密
号

名
字
」
の

「
字
相
」
お
よ
び

「
字
義
」
を
、

ヤ

ス
パ
ー
ス
の
暗
号
論
に

お
け
る
哲
学
の
対
象
お
よ
び
哲
学
の
思
惟
そ
の
も
の
と
な
る

「
第
二
言

語
」
お
よ
び

「
第
三
言
語
」
に
、

そ
れ
ぞ
れ
対
照
し
て
比
較
哲
学
的
に

考
究
す
れ
ば
、
空
海
の
根
本
思
想
で
あ
る
六
大

縁
起
論

の
曼
茶

羅
の

「
象徴

的
表
現
」
と

ヤ
ス
パ
ー
ス
の
実
存
理
性
 (理
性
的
実
存
)
 の
包
括

者
論
の
中
核
的
難機
能
で
あ
る

「
暗
号
解
読
」
の

真
義
の
理
解
が
よ
り
深

化
さ
れ
、
さ
ら
に
東
西
思
想
交
流
の
通
路
の
開
拓
に
役
立
ち
う
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

(神
戸
女
子
薬
科
大
学
教
授
・
文
博
)
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